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1978〜1983：東北大学 理学部(化学)、東北大学
大学院理学研究科(化学)
1983〜2016：富士フイルム株式会社　研究担当部長、技術主席、安全性評価センター長
化学/ヘルスケア/安全性分野の研究開発/事業化/管理（GLP施設の運営管理者等）
2016〜2018：京都大学　研究倫理・安全推進室　シニアURA
ライフサイエンス分野の倫理・安全に係る情報発信/企画/教育/支援ｼｽﾃﾑ開発
2018〜：東京科学大学（旧東京工業大学） 産学共創機構（現在）
2023〜：コネクトらいふ行政書士事務所（現在）

大手化学メーカーで永年、化学物質の研究開発や化学物質管理・法規制対応を行う。その間、
業界団体で国際的な化学物質管理活動のリーダー*)を務めるなど豊富な経験を持ち、企業の現
場に寄り添った化学物質管理のへの対応で実績多数。
［*) 日本化学工業協会
JIPS推進部会
部会長（2016/7
まで）

化学系企業にとって、化学物質の法規制遵守と適切な管理は事業運営に必須であり、化学物質管理部門は日々さまざまな化学物質

法規制に対応しています。また、化学物質開発や製造部門の技術者も法規制を把握しておくことが望まれます。

 本講座では、化学物質のライフサイクル（研究開発→製造→流通→販売→廃棄）の流れに沿って、日本の主要な化学物質法規制

（化審法、安衛法、毒劇法、消防法、化管法、水濁法、大防法、土対法、外為法、薬機法、家庭用品規制法、廃棄物処理法など）

について取り上げます。

 化審法は、新規化学物質の事前審査を行う規制であり、化学物質の性状に応じて区分して取扱います。

安衛法/毒劇法/化管法は、「SDS三法」と呼ばれ、化学物質のGHS分類をもとにしたラベル表示とSDSの提供が義務又は努力義務と

なっています。

さらに、安衛法におけるリスクアセスメント、化管法におけるPRTR制度などの重要事項も含め、化学系企業の化学物質管理者は

もちろん、開発者、技術者が知っておくべき事項について、演者の企業・関連業界の経験から得たポイントを交えて、分かり易く

説明します。

 化学物質管理部門の初任者で化学物質法規制の基礎を学びたい方や、経験者で基礎を整理したい方に加え、化学物質開発者・製

造技術者の新人研修や異動時の業務基礎研修にも、おすすめできる講座です。

日本の化学物質法規制全般を基礎から学ぶことができる
新規化学物質の製造・輸入のために必要な対応を学ぶことができる
化学物質を適切に取扱うための基礎知識となる、GHS/ラベル表示/SDS/リスクアセスメントを
学ぶことができる

はじめての化学物質法規制・基礎講座

〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町15−1
CYK神田岩本町3階
TEL： 03-6206-4966     MAIL :  ir@nihon-ir.co.jp （企画・運営）

期待される効果期待される効果期待される効果

Live配信受講セミナー
5月21日(木) 開催 

化学物質管理者・化学物質開発者・製造技術者のための

化学物質のライフサイクルに沿って日本の主要法規制を解説



講座内容（予定）

セミナー概要

申 込 書

以下の事項をご記入の上、日本アイアール・セミナー事務局宛にFAXまたはメールでお申込みください。
 （※当社ホームページからのお申込みも可能です。） 

はじめての化学物質法規制・基礎講座

１． はじめに

２．　化学物質の研究開発段階の法規制
 









〜新規導入化学物質の法申請

はじめての化学物質法規制・基礎講座

３． 化学物質の製造と流通段階の法規制
　　〜化学物質を適切に取扱うための法規制

１．１ 化学物質法規制のポイント
〜化学物質のライフサイクル毎に求められる法規制対応
１．２ 日本の化学物質法規制の概要

２．１　化審法（化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律）
２．２　安衛法（労働安全衛生法）

３．１　GHS（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）
３．２　ラベル表示/SDS（安全データシート）
３．３　リスクアセスメント
３．４　安衛法
３．５　毒劇法（毒物及び劇物取締法）
３．６　消防法
３．７　化管法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の
改善の促進に関する法律）
３．８　水濁法（水質汚染防止法）
３．９　大防法（大気汚染防止法）
３．10　土対法（土壌汚染対策法）
３．11　外為法（外国為替及び外国貿易法）

2026年 13:00~16:305 21月    　　日(木)

※同一企業様から複数名同時にお申し込み頂くと、人数に応じて下記割引が適用されます。
［2名様⇒20％、3名様⇒30％、4名様⇒40％、5名様以上⇒50％ の割引］

日本アイアール セミナー事務局 

FAX：03-6206-9993       MAIL： ir@nihon-ir.co.jp     （TEL：03-6206-4966 ） 

会社名 部署名

住所

お名前 電話番号

メールアドレス 受講形態 Live配信・アーカイブ配信

*受講形態はいずれかに○を付けてください。

４．化学物質の販売段階の法規制
　　〜化学物質の用途毎の規制

４．１　薬機法（医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等
に関する法律）
４．２　家庭用品規制法（有害物質を含有する家庭用品の規制に
関する法律）
４．３　その他の法規制（食品、化粧品など）

※開催日の1週間前を目安に、最少催行人数に達していない場合は開催中止とさせて頂きます。

【 Live配信】Zoomによるオンライン受講　【アーカイブ配信】2026/5/25～6/8
 

※LIVE配信をお申込みの方は、追加料金なしでアーカイブ配信の受講が可能です。

【 定  員 】定員なし
【受講料】27,000円（税別）（税込：  29,700円）※１名 

５．化学物質の廃棄段階の法規制　
　　〜SDGｓの観点が必要
５．１　廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）
５．２　オゾン層保護法（特定物質の規制等によるオゾン層の保護
に関する法律）
５．３　フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適
正化に関する法律）
５．４　海洋プラスチック問題の動向

６． おわりに
６．１　化学物質管理に求められるもの
６．２　今後の法規制動向
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